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小児 ア レ ル ギ ー 疾患 に おける好塩基球 ヒ ス タ ミ ン 遊離能

(H is t a m i n e R el e a s a bilit y) に関す る研究

Ⅰ ･
ア ト ピ ー 型の 気管支喘息および ア ト ピ ー 性皮膚炎患者で 見られ る

好塩基球 ヒ ス タ ミ ン遊離能の 垂水 に よ る増強効果に つ い て

金沢大学医学部小児科学講座 (主 任 : 谷 口 昂 教授)

上 田 智 子

(平成4 年1 月1 3 日受付)

第
一

編で 気管支喘息(b r o n c hi al a s th m a , B A ) お よ び ア ト ピ ー 性皮膚炎( a t o pi c d e r m a titi s
,
A D) 患 者で は好塩基球 ヒ ス タ

ミ ン 遊離能が克進 してい る こ と を示 した ･ しか し
, 特異 I g E 抗体 の 証 明され な い い わ ゆ る非 ア ト ピ ー 型の B A お よ び A D 患

者で ほ ∫ 重水 に よ る増強効果が見 られ な い もの が 多か っ た ■ そ こ で B A
,
A D を 特異 I g E 抗 体の 証 明さ れた ア ト ピ ー 群 と , 血

清 総I g E 値が 低値 で特異 Ig E 抗体も証明 され な い 非 ア ト ピ ー 群 と に 分けて
,
ヒ ス タ ミ ン 遊 離能 を比較検討 した . H 2 0 緩衝液

に おけ る ヒ ス タ ミ ン 自然遊離 (S p o n t a n e o u s h i st a m i n e r el e a s e i n H 2 0 -b a s e d b u ff e r
,
S = R (= )) は B A , A D とも ア ト ピ ー

群 と非

ア ト ピ ー 群 に 有意 の 差を 認め な か っ た が , ア ト ピ ー 群で の み B A の 5 0 % , A D の 4 1 捌 こ重水に よ る増強 を認め た . B A で ほ

H 20 緩衝液に お ける抗 Ig E 抗体 誘導 ヒ ス タ ミ ン 遊離( a n tトI g E -i n d u c e d hi s t a mi n e r el e a s e i n H 20 - b a s e d b uff e r
,
I g E- H R( H )) は

ア ト ピ
ー

群 (2 8 ･ 2 士5 ･ 7 % ) が非 ア ト ピ ー 群 (7 ･ 7 土1 ･ 5 % ) よ り有意 に 高く ( p < 0 . 0 5) , D 20 緩衝液に お ける 抗I g E 抗体誘導 ヒ

ス タ ミ ン 遊離 (a n ti-I g E -i n d u c e d hi s t a m i n e r el e a s e in D 20- b a s e d b uff e r , I g E - H R( D)) もア ト ピ ー 群 (5 5 . 7 土7 . 9 % ) が 非 ア ト ピ ー

群 (1 9 ･ 3 土6 ･ 2 % ) よ り有意 に 高か っ た ( p < 0 ･ 0 5) ･ A D で も同様に ア ト ピ ー

群 が非 ア ト ピ ー に 比 べ
,
I g E

- H R ( H) , I g E- H R( D) と

も高い 傾向を認 めた が 有意で は な か っ た ･ 重水 に よ る増強効果ほ B A で ほ ア ト ピ ー 群の 75 % , 非 ア ト ピ ー

群 の40 % に 認め た .

A D で もア ト ピ ー 群の 郎 ‰ 非 ア ト ピ
ー

群 の33 % に 認め て お り, と もに ア ト ピ ー

群に 高 い 傾 向が あ っ た が 有意 で は な か っ た .

ま た末梢血 好酸球数は B A ･ A D ともア ト ピ ー

群 と非 ア ト ピ ー 群 で 差が な か っ た が
,
血 清総 I g E 値 は ア ト ピ ー 群が 高値を 示 し

た ( p < 0 ･ 0 1) ･ 次に ヒ ス タ ミ ン 遊離能 を B A , A D の ア ト ピ ー 群 で 比較する と ,
I g E- H R( H ) は B A (2 8 . 2 土3 . 9 % ) が A D (1 5 . 9

±2 ･ 9 % ) よ り有意 に 高か っ た ( p < 0 ･ 0 5) ･ しか し ヒ ス タ ミ ン 自然遊離 ( s p o n t a n e o u s h is t a m i n e r el e a s e
,
S H R) や S H R お よ び

抗 Ig E 抗体誘導 ヒ ス タ ミ ン 遊離( a n tトI g E-i n d u c e d hi s t a m i n e r el e a s e , I g E - H R) の 重 水に よ る増強 に つ い ては 両 群 で 有意差を認

め なか っ た ･ 以上 の 結果 よ りア レ ル ギ ー 患者 に み られ る ヒ ス タ ミ ン 遊離能 の 克進 は Ig E 抗体 と関連があ り , さ ら に I g E 抗体以

外 に疾患特異的 な何 らか の 因子 も関与 して い る可 能性が 示 唆 され た .

K e y w o r d s his t a m in e
,
b a s o p hil r e le a s a bilit y , h e a v y w a t e r ( D 20 ) , a t O pi c s u b g r o u p , n O nr a t O p ic

S u b g r o u p

著者 は第 一 編に お い て 以下の よ うな実験結果を示 した . 気管

支喘息患者 (b r o n c h i al a s th m a
,
B A ) , ア ト ピ ー 性 皮膚炎患者

( a t o pi c d e r m a titis . A D) で ほ
, 抗 I g E 抗体 に よ り刺激を受けた

好塩基球は高 い ヒ ス タ ミ ン 遊離を示 し
,
また 重水に よ り ヒ ス タ

ミ ン 遊離の 増強を認め た こ と よ り ,
これ ら の ア レ ル ギ ー 疾患に

お い て ほ ヒ ス タ ミ ン 遊離能が冗進 して い る と考え られ た . しか

し A D , B A の 中に も抗 Ig E 抗体 に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊 離が 低

く , 重水 に よ る増強を認め な い 一 群 が存在する こ と が 見い だ さ

れ た . それ らの 患者背景 に つ い て調 べ て み ると , そ こ に 含 ま れ

る の は
▲ 血 清総Ig E 傾が 低値 で ア レ ル ゲ ン も証明 され ない い わ

ゆる非 ア ト ピ ー 型の A D ま た は B A 患者が多か っ た . こ の こ と

よ り A D お よび B A 患者 ほ , ヒ ス タ ミ ン 遊離能に 関 して 2 つ の

A b b r e v ia ti o n s : A D , a t O p ic d e r m a titis ; B A , b r o n c hi al

亜 群に 分け られ る と考 え られ た . 気管 支喘息 に お い て 非 ア ト

ピ ー

と い え ば い わ ゆ る 内因性喘息を指すが , ア ト ピ ー

性皮膚炎

で 非 ア ト ピ ー

と い う概念 ほ
一

般的 に は 使 わ れ て い な い .
ア ト

ピ ー

と い う 名称 は 異常過敏反応の 一 型 と し て C o c a お よ び

C o o k e ら
1) に よ っ て 提唱 され た が ,

′
そ の 後 S ul z b e r g e r ら

2)

があ

る種 の 特徴的な形態 を持 つ 湿疹に ア ト ピ ー を 合併する こ と が多

い こ と よ り , そ れ を ア ト ピ ー 性皮膚炎 と呼ん で か ら
一

般的 に 用

い られ る よう に な っ た も の で ある .
こ こ で ほ 形態的に ア ト ピ

ー

性皮膚炎 の 特徴
3)l)
を 備え た もの の 中で , 特異I g E 抗体 が証明さ

れ , Ⅰ型 ア レ ル ギ ー の 関与が 考え られ るもの を ア ト ピ ー 群 ▲ 血

清総I g E 値 が低く l 特異 Ig E 抗体も証明 されな い こ と よ り , Ⅰ

型 ア レ ル ギ ー

と の か か わ りが 考え に くい もの を非 ア ト ピ ー 群と

a st h m a ; H R F , hist a m in e r el e a si n g f a c t o r ; Ig E
- H R

,

a n tトI g E i n d u c e d hist a m in e r el e a s e ; I g E - H R( D) , a n ti -I g E i n d u c e d hist a m i n e r el e a s e i n h e a v y - W a t e r( D 20) - b a s e d
b u ff e r ; I g E JI R( H) , a n ti -I g E i n d u c e d hist a m i n e r el e a s e i n H 20 - b a s e d b u ff e r ; N S ,l n O n -

a t O pi c s u bj e c t s ; R A S T ,
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して , 両 群 で の ヒ ス タ ミ ン 遊離能に つ い て 検討 した .

対象およ び方法

Ⅰ . 対 象

A D , B A を そ れぞれ ア ト ピ ー 群と 非ア ト ピ ー 群 に 分けて検討

した . こ こ で ア ト ピ ー 群と ほ ,
ラ ジオ ア レ ル ゴ ソ ル ベ ソ ト 試験

(r a di o aIl e r g o s o r b e n t t e st , R A S T ) に よ り 血清特異I g E 抗体を証

明で き ,
そ の 症状の 発現に Ⅰ型 ア レ ル ギ 岬 反応 が関与 して い る

と 考え られ る群で ある . 非 ア ト ピ ー

群と は 血清総 Ig E 値 ( 二 重

抗体法) が 第
一 編と 同様の 年齢別正常範囲

5 卜 7) ( 3 才 以下 5 0I U/

m l 以下 ,
4 ～ 7 才 10 0I U/ m l 以下, 8 才 以上 150I U/ m l 以下)

を満た し, R A S T で ダ ニ (D e r m a t o ph a g oid e s p t e r o n y s si n u s) ,

卵 軋 牛乳 , 大豆 に い ずれ も陰性の もの で ,
ア レ ル ギ ー 素因の

関与の 考 え に くい もの と した . 表1 に
,
A D お よ び B A の ア ト

ピ ー 群 と 非 ア ト ピ ー 群 , 非 ア ト ピ ー 対 照 老 ( n o n- a t O pic

s u bje c t , N S) の 背景 を示 した . A D は非 ア ト ピ ー

群 9 名 .
ア ト

ピ ー 群22 名 ,
B A は非 ア ト ピ ー 群5 名 ,

ア ト ピ ー 群12 名で ある ,

A D に お ける両 群の 年齢分布は ほぼ 同 じで あるが B A に おい て

非 ア ト ピ
ー

群 の 年齢が 高い た め ,
ア ト ピ ー 群も1 6 才以上 の 者の

みで 比較 を行 な っ た . また N S ほ A D と の 比較に お い て は15 才

以下 ,
B A と の 比較に お い てほ1 6 才以上 で 行な うた め ,

1 5 才以

下14 名と16 才 以上 5 名 の 2 群に 分け て年令を 一 致 させ て行な っ

た . A D で は ア ト ピ ー 群2 名に 抗ア レ ル ギ ー 剤 と原因食物抗原

除去療法, 4 名 に 抗 ア レ ル ギ ー 剤 ,
1 名 に 食物抗原除去療法を

行な っ て い た . B A で は非 ア ト ピ
ー

群 ,
ア ト ピ ー 群 でそ れ ぞれ

抗 ア レ ル ギ ー 剤 を 4 名
,
2 名に 内服 また ほ吸入 ,

テ オ フ ィ リ ン

剤を 5 名, 1 1 名 に ,
ス テ ロ イ ド剤を 1 名 , 2 名に 内服使用 して

い た .

T a b le l . C h a r a c t e ris ti c s o f t h e s u bj e c t s

1 3 3

Ⅲ . 方 法

ヒ ス タ ミ ン 遊離方法
8)
, 測定方法

9 卜 11)
お よ び統計学的処理 に つ

い て は
, 第1 編 と同様 で ある . 抗原非添加 で の ヒ ス タ ミ ン 遊離

を ヒ ス タ ミ ン 遊離 (s p o n t a n e o u s h is t a m i n e r el e a s e , S H R) , 抗

I g E 抗体添加に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊離 を , 抗I g E 抗体誘導 ヒ ス タ

ミ こ/ 遊離 (a n ti-I g E i n d u c e d hi st a mi n e r eI e a s e , I g E - H R ) と し

た . ま た 蒸留水 を使用 した ト リ ス A C M 緩 衝 液 ( H 20-b a s e d

b u ff e r) と重水 を使用 した 緩衝液 (D 2 0 p b a s e d b u ff e r) に おけ る

S H R をそ れ ぞれ S H R(H) , S H R( D) と し , 同様 に Ig E- H R を そ

れ ぞれ I g E- H R(H ) , I g E- H R( D) と した .

成 績

Ⅰ .
A D お よぴ B A の ア ト ピ ー 群 と非ア トピ ー 群に おける患

者背景に つ いて の検討

1 . A D お よび B A の ア ト ピ
ー

群と 非ア ト ピ ー 群に おける 血

清総 Ig E 債 と末梢血好酸球数の 比較(義
一

1 )

血 清総 Ig E 値ほ A D ア ト ピ ー 群1 2 3 8 士51 3I U/ m l , 非 ア ト

ピ ー

群14 土 5 I U/ m l , B A ア ト ピ ー 群99 4 ±2 6 5I U/ m l , 非 ア ト

ピ ー 群98 土24I U/ m l と , A D , B A と も に ア ト ピ ー 群 で 非 ア ト

ピ ー 群よ りも高値 で あ っ た ( p < 0 . 0 1) . しか し末梢血 好酸球数

に お い て は A D ア ト ピ ー 群61 4 土93/ m m
3

, 非ア ト ピ
ー

群77 0 ±

23 8/ m m
3

,
B A ア ト ピ ー 群48 3 土85/ m m

3

, 非 ア ト ピ ー 群 60 3 士

97/ m m
3

と
, 両群とも ア ト ピ ー 群と非 ア ト ピ ー 群 で 有意 の 差 を

認め な か っ た .

2 . 年令と ヒ ス タ ミ ン 遊離に つ い て の 検討(表 - 2 )

ア ト ピ ー 群と 非ア ト ピ ー 群の 比較を A D , B A そ れ ぞれ で 行な

うた め に
,
N S を15 才以下と16 才以上 に 分けて ,

A D で は N S

の1 5 才以下を , また B A で ほ N S の1 6 才以上 を 対照 と した . そ

N o n - a t O pi c s u bj e c t A t o pi c d e r m a titi s B r o n c h i al a s e th m a

a g e < 1 5 y r a g e > 1 6 y r n o n
- a t O P I C a t O Pi c n o n

-

a t O pi c a t o pi c

N u m b e r of s u bj e ct

M e a n a g e (y r)

(r a n g e)

1 4 5 9 2 2 5 1 2

8 . 0 2 8 . 0 3 .4 3 . 4 5 1 . 7 2 8 . 2

(l ～ 1 3) (2 4 ～ 3 8) (0 .1 ～ 1 0) (0 .l ～ 1 4) (4 0 ～ 6 即 (1 6 ～ 5 8)

S e r u m I g E l e v el (I U/ m l) 5 0 士12 7 0 ±21 1 4 士5 1 2 38 ±51 3
*
9 8 ±24 9 9 4 ±26 5

*

P e rip h e r al e o si n o p hil s V m m
3

) 9 4 ±24 n . d . 7 7 0 士23 8 61 4 ±93 6 0 3 士97 4 8 3 ±85

V al u e s a r e m e a n j = S . E . M .

*

p < 0 .01 a g ai n s t n o n
-

a t O pi c s u bj e c t

T a bl e 2 ･ H i st a m i n e r el e a s e i n f o u r a g e g r o u p s of n o n
-

at O Pi c s u bj e c t s

0 ～ 5 y r 6 ～ 10 y r l l ～ 1 5 yr 1 6 yr ～

S e ru m I g E l e v el (ItJ/ mi ) 2 0 士14 5 3 士24 6 0 ±19 7 0 士22

S H R (H ) ( % ) 1 . 0 士0 . 8 0 . 6 士0 . 3 2 .7 士1 . 1 0 .5 ±0 . 3

S H R ( D) (% ) 0 . 4 士0 . 3 0 . 7 士0 . 4 0 . 9 士0 . 5 4 .5 士3 . 7

I g E
- H R ( H ) ( % ) 1 . 6 士1 . 4 1 . 9 士0 . 6 4 . 9 ±3 . 5 . 1 1 .6 士5 . 0

I g E
- H R ( H ) ( % ) 9 . 0 士3 . 4 3 . 8 土0 . 7 9 . 8 士4 . 6 2 5 .7 士9 . 4

V al u e s a r e m e a n 士S . E . M .

r a dio all e r g o s o r b e n t t e st ; S H R , S p O nt a n e O us hist a m in e r ele a s e ; S H R(D) , S p O n t a n e O u S hist a mi n e r ele a s e i n

D 2 0 - b a s e d p b uff e r ; S H R( H) , S P O n t a n e O u S his t a mi n e r el e a s e in H 2 0-b a s e d
- b uff er



1 3 4 上

の た め に は年令 に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊離の 違い に つ い て検討 して

お く必要 がある と思わ れ る . そ こ で 年 令を 0 ～ 5 才 ( 4 名) ,

6 ～ 1 0才 ( 5 名) , 1 1 ～ 1 5 才( 5 名) , 1 6 才以上( 5 名) の グ ル ー プ

に 分けて S H R(H) , S H R( D) , I g E - H R( H) , I g E- H R( D) に つ い て 検

討 した . I g E
- H R( H ) お よ びIg E

- H R( D) は1 6才以上 で15 才以下よ

り高い 傾向を認め た が 有意で は なか っ た .

Ⅱ . A D お よび B A の ア ト ピ ー 群 と非ア トピ ー 群に お け る ヒ

ス タ ミ ン遊離 の比較

1 . A D 慮者 にお け る ヒ ス タ ミ ン 自然遊離 (図1
-

A )

S H R( H ) ほ N S 群 (1 . 1 ±0 , 3 % ) , A D の 非ア ト ピ
ー

群 (0 . 3 士

0 . 1 % ) お よび ア ト ピ ー 群 (1 . 5 士0 . 5 % ) の 間 に 有意差 を認め な

か っ た . S H R( D) は 非ア ナ ピ ー 群0 . 4 ±0 . 2 % ,
ア ト ピ

ー 群7 . 6 士

3 . 4 % と ア ト ピ ー

群に やや 高い 傾向はあ っ た が , そ の 差 ほ 有意

で は なか っ た . しか し重水 に よ り2 % 以上 の 増強 が み られ た も

の ほ
t 非 ア ト ピ ー 群 で は 1 名もい な い の に 対 し, ア ト ピ ー 群 で

は9/2 2 名(4 1 % ) で , うち 2 名 で は50 % 以上 の 強い 増強 が み られ

た .

2 . B A 患者に お け る ヒ ス タ ミ ン 自然遊離 ( 図1 一

日)

S H R( H) は 非ア ト ピ ー

群で は0 . 6 ±0 .3 % , ア ト ピ ー 群 で ほ2 . 2
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Fi g ･ 1 ･ S p o n t a n e o u s hi s ta mi n e f r o m l e u k o c yt e s w a s r e p r e
-

S e n t e d a s a p e r c e n t a g e o f th e t o t al h i st a mi n e . ( A )
L e u k o c yt e s of th e p a ti e n t s wi th n o n

-

a t O pi c a n d a t o pic

S u b g r o u p of a t o pi c d e r m a titis , a n d t h e n o n
-

a t O Pi c s u bj e c t s .

(B ) L e u k o c yt e s of th e p a ti e n t s wi t h n o n - a t O pi c a n d a t o pic

S u b g r o u p of b r o n ch i al a s th m a , a n d t h e n o n - a t O Pi c s u bj e c ト
S ･ V e rti c al b a r s r e p r e s e n t m e a n 土S .E . M .

±1 . 1 % と有意差 を認め な か っ た .
S H R (D) ほ そ れ ぞれ0 . 7 士

0 ･ 6 %
,
1 0 . 0 土3 . 4 % と ア ト ピ ー 群に 高い 傾向を認 め た が , そ の

差 は有意 で はな か っ た . しか し非 ア ト ピ ー 群 で は 重 水 に よ る

S H R の 上 昇ほ 認め な い の に 対 し , ア ト ピ ー 群 で は 6 名 (50 % )

で 重水 に よ り S H R が増強 され た .

3 ･ A D 患者 に お ける抗 I g E 抗体誘導 ヒ ス タ ミ ン 遊 離(図2
-

A )

I g E- H R( H) は 非 ア ト ピ ー 群 (6 . 8 ±2 . 4 % ) よ り ア ト ピ ー 群

(1 5 ･ 9 士2 . 9 % ) が
,
また I g E

- H R( D) も非 ア ト ピ ー 群 (2 0 . 4 ±

7 . 1 % ) よ り ア ト ピ ー

群 (3 4 . 8 ±5 . 3 % ) が , 高 い 傾 向が み られ た

が 有意で は な か っ た . しか しな が らIg E
- H R( H ) が10 % 以上 の 遊

離を 示 すもの は ! 非ア ト ピ ー 群2/9 名 (22 % ) , ア ト ピ ー 群14/2 2

名(6 4 % ) と ア ト ピ ー 群に 多か っ た( p < 0 . 0 5) . また 重水に よ り

15 % 以上増 強 され る もの は非 ア ト ピ ー 群3/9 名 (33 % ) に 対 し,

ア ト ピ
ー 群 が15/2 2 名 (6 8 % ) と高 い 傾 向が あ っ た .

4 ･ B A 患者 に お け る抗 Ig E 抗体 誘導 ヒ ス タ ミ ン 遊離(図 2

- B )

I g E
- H R( H ) は非 ア ト ピ ー 群 (7 . 7 ±1 . 5 % ) よ り ア ト ピ ー 群

(2 8 . 2 士5 . 7 % ) が 有意に 高く ( p < 0 . 0 5) , I g E
- H R( D) も非 ア ト
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F i g ･ 2 ･ A n ti-I g E i n d u c e d h i st a m i n e r el e a s e f r o m l e u k o c y te s
W a S r e p r e S e n t e d a s a p e r c e n t a g e o王 th e t o t al hi s t a mi n e .

( A ) L e u k o c yt e s of th e p ati e n ts w ith n o n- a t O pi c a n d at o pi c
S u b gr o u p o f a t o pi c d e r m a titi s , a n d th e n o n

-

a t O P I C S u bj e c t s .

(B ) L e u k o c yt e s of th e p a ti e n ts wi th n o n -

a t O pi c a n d at o pi c

S u b g r o u p o f b r o n c hi aI a sth m a
,
a n d th e n o n- a t O pi c s u bj e c t-

S ･ V e rti c al b a r s r e p r e s e n t m e a n 土S . E .M . . ; ★ , P < 0 . 0 1

a g ai n st n o n
N

a t O pi c 5 u b g r o u p
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T a bl e 3 ･ H i s t a mi n e r el e a s e i n a t o pi c s u b g r o u p s of a t o pi c d e r m a titis a n d

b r o n c hi al a sth m a

A t o pi c d e r m a titi s B r o n c hi al a sth r n a

N u m b e r of s u bj e c t

S e r u m I g E l e v el (I U/ m l)
P e ri p h e rl e o si n o p hils (/ m m )
S H R (H ) ( %)

S H R (D ) (% )

I g E
- H R ( H ) ( %)

I g E
- H R (H ) ( % )

22

1 23 3 土5 1 3

6 1 4 土93

1 . 5 土0 . 5

7 . 6 土3 . 4

1 5 . 9 土2 . 9

3 4 . 8 土5 . 3

2 2

1 0 9 2 士22 7

8 4 士14 1

1 . 1 ±0 . 4

4 . 2 ±2 . 2

2 8 . 2 土3 . 9
♯

47 . 6 士5 . 3

Ⅴal u e s a r e m e a n 士S . E . M .

*

p < 0 .05

ピ ー

群(1 9 . 3 ±6 . 2 % ) よ りア ト ピ ー 群 (5 5 . 7 土7 . 9 % ) が有意に

高い ヒ ス タ ミ ン 遊離を 示 した ( p < 0 . 0 5) . ま た I g E- H R(H ) が

10 % 以上 の もの は非 ア ト ピ ー 群1/5 名 (20 % ) に 対 し , ア ト ピ ー

群10/1 2 名 (8 3 % ) と ア ト ピ
ー

群で非常 に多か っ た ( p < 0 . 0 5) .

重水 に よ り15 % 以上 増 強 され る も の は 非 ア ト ピ
ー 群2/ 5 名

(40 % ) に 対 し, ア ト ピ
ー 群9/1 2 名(7 5 % ) で あ っ た が 有意の 差ほ

な か っ た .

Ⅲ . A D 患者ア ト ピ ー 群 と B A 患 者 ア ト ピ ー 群 の 比較 (表

3 )

A D
,
B A は と も に N S に 比 べ て I g E - H R( H) お よ び

Ig E
- H R( D) が 高値で ある こ と は , 第

一 編で すで に述 べ た とお り

である が ,
こ の とき B A ほ A D よ り高 い 傾向もみ られた . しか

し第 一 編 で ほそ れぞれの 集団の 年令層 に 違い が あ っ た の で ,
こ

こ で は年令 が とも に10 才以下 で ある A D , B A の ア ト ピ ー 群そ れ

ぞれ22 名に つ い て 比較を 行 っ た . 血 清絵 Ig E 値は A D 1 2 3 8 ±

51 3I U/ m l , B A l O 92 土22 7I U/ m l と 両 群に 有 意差を 認め な か っ

た . また S H R( H) は A D (1 . 5 士0 . 5 % )
,
B A (1 . 1 土0 . 4 % ) に 差

を 認め な か っ た . S H R(D ) も A D (7 . 6 土3 . 4 % ) , B A (4 . 2 ±

2 . 2 % ) に 差を 認め な か っ た . しか しIg E- H R( H ) ほ B A ( 28 . 2 士

3 . 9 % ) , A D (1 5 . 9 士2 , 9 % ) と B A で 有 意に 高 か っ た ( p <

0 . 0 5) . I g E- H R ( D) も B A ( 47 . 6 士5 . 3 % ) が A D (3 4 . 8 土5 . 3 % )

よ り高 い 傾向が あ っ た が有意で は な か っ た . 重水 に よ る S H R

の 増強は B A , A D と も4 名(18 % ) に み られ ,
I g E- H R の 増強 は

B A 1 5 名 (6 8 % ) , A D 1 3名(4 2 % ) と B A に 多く み られ る傾向は

あ っ た が , 有意 で は な か っ た .

考 察

T u n g ら
l り
は喘息 ,

ア レ ル ギ
ー

性鼻炎及 び 正 常 コ ン ト ロ
ー

ル

群で ヒ ス タ ミ ン 遊離を 比較 し, 重水 に よ り 2 % 以上 の 遊離増強

を認め た もの は コ ン ト ロ ー ル 群 で は 5 % で あ るの に 対 し, 喘息

患者で ほ70 % , ア レ ル ギ ー 性鼻炎患者 で ほ32 % で あ っ た と述 べ

て い る . そ の 患者背景 に つ い て ほ , 血 清総 Ig E 値 が 喘息患者

に 761 土67 7 n g/ m l , ア レ ル ギ ー 性鼻炎患者108 9 土74 7 n g/ m l , コ

ン ト ロ
ー ル 群21 1 ±69 n g/ m l とあ るが ア レル ゲ ン の 証 明に つ い

て記載ほ な い . 年令 はす べ て1 5 才以上 で あり , お そ らく喘息患

者ほ ア ト ピ ー

, 非 ア ト ピ ー 両型 が 含 ま れ る と 推定 さ れ る .

M a r o n e ら
Ⅰ2)

もア ト ピ ー 性皮膚炎患者 と正 常 コ ン ト ロ ー ル に つ

い て S H R
,
I g E- H R を 比較 し, ア ト ピ

ー 性皮膚炎患者 で ヒ ス タ

ミ ン 遊離が 高か っ た と 報告 して い る が ,
6 カ月か ら18 才の 中等

症及び重症 の ア ト ピ
ー

性皮膚炎と い う以外に は患者背景は記 さ

れ て い な い . 今回の 実扱で A D , B A 患者 にお け る I g E
- H R( H) ,

1 3 5

S H R(D ), I g E- H R(D ) の 高値及び重水に よ る遊離増強 の 程度ほ ,

特異Ig E 抗体 の証明され るア ト ピ ー 群に 顕著で あり , ア ト ピ ー

群 で ヒ ス タ ミ ン 遊離能が よ り克進 して い る こ とが 示 された . ま

た ア ト ピ ー 群で は 血清総 Ig E 値が 非ア ト ピ ー 群 よ り高 か っ た

が
, 末梢血好酸球数ほ ア ト ピ ー 群と非 ア ト ピ ー 群 で 同程度 に 増

加 して お り
,
両 群に差を 認め なか っ た . こ の こ と よ り ア ト ピ ー

群 で ほIg E を 介 して ヒ ス タ ミ ン遊離が お こ り , さ らに こ の 反応

と 関連 した 機序 に よ り末梢血好酸球数 が増加する と考 え られ る

が
, 非 ア ト ピ ー 群 で ほI g E を介 さずに 末梢血好酸球数が増加 し

て い る こ とが示唆 され た .
こ れ らの 結果よ り ア ト ピ ー 群に おけ

る ヒ ス タ ミ ン 遊離能の 克進の 機序を考え る とき , 第
一

に 細胞表

面の レ セ プ タ ー に 結合す るIg E 抗体の 量や , 特異Ig E 抗体の 存

在が 直接関係 して起 こ る可 能性が考 え られ た . ア ト ピ ー 群が非

ア ト ピ ー 群 よ り血清総Ig E 値が 高く ▲
か つ ヒ ス タ ミ ン 遊離が 高

い こ と は こ れ を 支持するもの で ある . 第 二 に ア レ ル ギ ー 炎症に

関わ る細胞 よ り出され る 何 らか の 因子 の 関与 が考え られ た .

O r c h a r d ら
13)
ほ
, 血 小板 よ り得 られ た ヒ ス タ ミ ン 遊離国 子

( His t a m i n e r el e a si n g f a ct o r , H R F) に 対 して , ア レ ル ギ ー 性鼻炎

患者 の50 % , 気管支喘息患者 の70 % が反応 して 末梢血 好塩基球

よ り ヒ ス タ ミ ン 遊離を認め た が , 内因性喘息患者で は 誰も反応

しなか っ た と述 べ て い る . ま た M a c D o n ald ら
1 4)
ほ 遅延型反応

に お け る鼻汁よ り H R F を 見い だ し , ア レ ル ギ ー 性鼻炎患者の

50 % が それ に 反応 して 好塩基球か らの ヒ ス タ ミ ン 遊離を認め た

と 報告 して い る . そ して こ の 反応群の 好塩基球表面よ り , 乳酸

処理 に よ りIg E を除く と H R F に 対す る反応 を認め な く な っ た

と述べ て い る .
こ の よ うに I g E に 依存的な H R F 等の 存在が ,

ア ト ピ ー 群に お け る ヒ ス タ ミ ン 遊離能を よ り克進 さ せ て い る可

能性が考え られ た . この 他リ ン パ 球
15)

よ 肺胞 マ ク ロ フ ァ ー ジ
16)

t

好中球
一丁)

な どか らも H R F が出て い る こ とが 報告され てい る .

第 三 に 好塩基球自体 の も つ 性質 と して ア ト ピ
ー

群で は 骨髄で 産

生 され る好塩基球 がもともと種 々 の ヒ ス タ ミ ン 遊離刺激に対 し

て 反応性が克進 して い る可能性が考え られ る . しか しこ れ に つ

い て は M a c D o n ald ら
18)
が

, 重水 に 反応する好塩基球か ら乳酸

処理 に よ りI g E を除くと重水 に 反応 しなくな り, 逆に反応 しな

い 好塩基球 を乳酸処理後に 反応群 の I g E に よ り受 動感作 を行

なう と , 重水 に 反応する ように な る と報告 して い る こ とを 考え

る と
,
そ の 可能性は低い と考え られ た .

また I g E
- H R( H) を B A , A D それぞれ の 年齢 がほ ぼ同 じア ト

ピ ー 群 で比較す る と ,
B A で有意に 高値を示 し, I g E - H R(D) も

B A で 高い 傾 向を 認めた . この こ と よ り ア レ ル ギ
ー

疾患の 中で

も, B A が A D に 比 べ よ り ヒ ス タ ミ ン 遊離能が充進 して い る こ
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と が 示唆 され た . 血 清絶Ig E 値が ほ ぼ同量で ある に もか か わ ら

ず , B A が A D よ り ヒ ス タ ミ ン 遊離能 が高い と い う こ と よ り
,

I g E を介す る好塩基球の Ⅰ 型ア レ ル ギ ー 反応を , I g E 抗体の 量

の み で 説明す る こ と は で き ない と い う こ と が 言 え る . T u n g

ら
11)
は 気管支喘息 と ア レ ル ギ ー 性鼻炎 と で ヒ ス タ ミ ン 遊離能 を

検討 し, 気管支喘息の は うが ア レ ル ギ ー 性鼻炎 よ り重水 に よ る

ヒ ス タ ミ ン 遊離を 強く認め た と して い る . G a d d y ら
柑)
ほ ヒ ス タ

ミ ン 遊離が 気道の 反応性と関係があ り , 非 ア レ ル ギ ー 性喘息と

ア レ ル ギ ー 性喘息 と の 間に 差を認め な か っ た こ と よ り ,
ヒ ス タ

ミ ン 遊離能の 克進 は喘息に 特異的なもの で ある と い っ て い る .

しか し彼 らほ 他の ア レ ル ギ ー 疾患と の 比較 は行な っ て い な い .

こ の よ うに 疾患に よ り ヒ ス タ ミ ン 遊離に 違 い が み られ る こ と よ

り, 気管支喘息や ア ト ピ ー 性皮膚炎の それ ぞれ の 反応の 場 で あ

る組織が関与 して 産生 され る何 らか の ヒ ス タ ミ ン 遊 離因子 , ま

た は Ⅰ型 ア レル ギ ー 反応増強因子 が働 い て ,
ヒ ス タ ミ ン 遊離能

に 影響を与え る こ と も考え られ る . ア ト ピ ー 患者に み られ る ヒ

ス タ ミ ン 遊離能の 冗進 ほ Ig E に 依存的で あ り, 疾患 特異的 で あ

る と 言え る . 今後 は それ ぞれ の 反応の 場に お け る疾患特異的な

因子 と好塩基球の 関係 を , 検討する こ と に よ り好塩基球 ヒ ス タ

ミ ン 遊離能に 関 して の 解 明 が さ ら に 進展す る で あろ う と 考 え

る .

結 論

1 . 気管支喘息お よび ア ト ピ ー 性皮膚炎患者 を , 特異I g E 抗

体 の 証明に よ り Ⅰ 塑ア レ ル ギ ー の 関与 が考え られ る ア ナ ピ ー 群

と
,
そ れ と の 関わ り が考 え に くい 非ア ト ピ ー 群の 二 つ の 亜群 に

分け ると
,
ア ト ピ

ー

群 で は非 ア ト ピ ー 群 に 比 して ヒ ス タ ミ ン 遊

離能 が冗進 して い た .
こ の こ とは そ の 原困 と して Ig E 抗体 の 存

在が 関係 して い る こ と を示 唆する .

2 . 気管 支喘息 と ア ト ピ ー 性皮膚炎 の ア ト ピ ー 群 で の 比較 よ

り
, 気管支喘息 の 方 が ア ト ピ ー 性 皮膚炎 よ り ヒ ス タ ミ ン 遊離能

が克進 して い たが , 両群 で は血 清総 Ig E 備 に 差 を 認 め な か っ

た . こ の こ と は ア レ ル ギ
ー

疾患で の ヒ ス タ ミ ン 遊離能 の 克進 に

は
,
I g E 抗体 の み で な く疾患特異的な 因子も関与す る こ とを 示

酸す る .
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